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Ａ．物理学における乱数の使われ方について、自分の興味に沿った具体的 な事例を事例を挙げて説明せよ。 特に，どういう点がおもしろいか論ぜよ。

ヒント： 多重積分、微分方程式、積分方程式、確率過程、等。
Ｂ．テキスト第４章の問４．１－４．７に答えよ。
【問４．１】

【問４．２】

ヒント： 問４．２ の証明について 、①x0=0としても一般性は失わない。このとき、②xi = bai)/(1-a) (mod 2k)となる。ここで、③xj=xi (i>j)とすると、 Wi-j=xi-xj=γ2k （γ：奇数）でなければならない。このとき、④i-jは偶数であることが容易に示せる。さらに、⑤i-j<2mでないことが示せればよいわけだが、 これにはi-j=α2s（α：奇数）として　Wi-j=Wαβ2s（Wα, β: 奇数）を示すことを考える。
【問４．３】

【問４．４】

【問４．５】

【問４．６】

【問４．７】

Ｃ．テキスト第４章の研究課題I、IIまたは研究課題III－V、いずれかを 選んでプログラムのリストと出力結果を提出せよ。また、プログラム のリストには各部分で何を行っているかの説明をつけよ。
【出力結果】

Ｄ．自分の知っている分布関数（なんでもよい）に従う乱数を生成するサブ ル－チンを作成し、その乱数のヒストグラムを示せ。関数の説明、メインプ ログラムのリストおよび出力結果を提出せよ。
【関数の説明】

【実行結果】

ヒント： 逆関数法、棄却法。
